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鶴居村マスコットキャラクター
「つるぼー」

鶴居村は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています
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■村の話題・・・・・・・・・・・・４～５

■平成３０年度決算報告・・・・・・６～９

■人事行政の運営等の状況・・・・・・１０
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10
月
１
日
付
け
で
、
教
育
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
本
村
教
育
の
充
実
の
た
め
に
誠
心
誠
意
、

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

第
５
次
鶴
居
村
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
む
ら
づ
く
り
の
テ
ー
マ
」
は
『
未
来
を
奏
で
る
鶴
居
ス
タ

イ
ル
の
確
立
』
で
す
。
教
育
は
そ
の
「
未
来
」
へ
の
礎
で
す
。
鶴
居
村
の
子
供
た
ち
の
将
来
の
夢
や

希
望
を
実
現
す
る
た
め
に
、
全
力
で
支
援
す
る
こ
と
が
学
校
教
育
の
使
命
で
あ
り
、
村
民
の
誰
も
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
社
会
教
育
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
教
育
の
使
命
」
を
果
た
す
た
め
、
先
達
に
学
ぶ
こ
と
、
豊
か
で
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

を
活
か
す
こ
と
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
時
代
の
変
化
に
し
な
や
か
に
対
す

る
こ
と
、
こ
う
し
た
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
教
育
行
政
の
執
行
に
あ
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

表
題
の
言
葉
は
、
作
家
の
柳
田
邦
男
氏
が
示
し
た
「
危
機
的
な
日
本
の
中
で
生
き
る
若
者
た
ち
に

八
か
条
」
の
一
つ
で
す
。「
現
場
・
現
物
・
現
人
間
こ
そ
自
分
の
思
考
力
を
活
性
化
す
る
最
高
の
教
科

書
で
あ
る
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
自
分
の
足
で
そ
れ
ら
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
心
掛
け
る
。」
私
は
仕

事
に
向
き
合
う
姿
勢
と
し
て
こ
の
こ
と
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
学
校
教
育
や
生

涯
学
習
の
現
場
で
、
関
係
の
皆
様
が
何
を
求
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
向
き
合
い
、

鶴
居
村
教
育
大
綱
に
掲
げ
る
基
本
理
念
「
生
涯
学
び
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
ひ
と
・
む
ら
を
活

か
す
教
育
の
推
進
」
の
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
行
政
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
16
年
10
月
に
温
職
に
就
任
し
た
時
の
「
挨
拶
」
に
冒
頭
の
言
葉
を
掲
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
む
ら
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」
は
、
村
政
の
基
本
理
念
と

し
て
謳
わ
れ
て
お
り
、
今
、
現
在
に
お
き
ま
し
て
も
、
村
政
執
行
の
底
流
を
な
し
、

村
政
全
般
に
わ
た
り
具
体
的
な
施
策
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
村
政
に
呼

応
し
、
教
育
行
政
は
「
教
育
は
人
な
り
」
と
い
う
基
本
を
根
底
に
据
え
、
5
校
に
通

い
来
る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
育
ち
を
健
や
か
に
育
ん
で
い
く
こ
と
が
、
教
育
の

使
命
で
あ
り
、
役
割
で
あ
り
ま
す
。
日
常
的
に
常
に
子
ど
も
達
と
接
す
る
教
師
達
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
学
校
長
を
中
心
に
し
な
が
ら
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
ま
と
ま
っ

て
い
く
組
織
。
父
母
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
し
て
、
地
域
を
挙
げ
て
双
方
向
の
関
係
を
構
築

し
、
連
携
・
協
力
し
合
う
地
域
の
中
に
あ
る
学
校
。
村
を
挙
げ
て
、
議
会
を
挙
げ
て
、

物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
支
え
、
支
援
し
て
い
く
体
制
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
力
・
要

素
が
相
互
に
協
力
し
、
補
完
し
合
っ
て
推
進
し
て
い
く
。
こ
の
5
つ
の
要
素
が
見
事

に
調
和
し
て
い
る
の
が
鶴
居
村
の
絶
対
的
な
強
み
で
あ
り
ま
す
。
鶴
居
の
教
育
が
教

育
の
『
鶴
居
』
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。「
鶴
居
の
児
童
生
徒
は
村
民
が
守

り
育
て
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
を
村
民
お
一
人
お
ひ
と
り
に
意
識
し
て
い
た
だ
き
、

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
相
互
に
連
携
・
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
体
制
や
環
境
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
私

達
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
り
ま
す
。
人
生
百
年
時
代
と
声
高
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
各
世
代
、
各
年
代
が
自
分
自
身
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
学
び

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
が
必
須
で
あ
り
ま

す
し
、
本
村
は
着
実
に
確
実
に
整
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

鶴
居
村
は
本
当
に
い
い
村
・
素
晴
ら
し
い
村
で
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
あ
い
さ
つ
も
日
本
一
美
し
い
村
」
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
美
し
い
村
が
名
実
と
も
に
村
民
・
村
外
を
問
わ
ず
、
日
々
、
明
る
い
笑
顔

で
、
に
こ
や
か
に
挨
拶
が
飛
び
交
い
、
活
気
み
な
ぎ
る
村
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
退

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
当
に
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
育
長
就
任
の
挨
拶

教
育
長
退
任
の
挨
拶

教 

育 

長
村　

上　

明　

寛

『
現
場
・
現
物
・

現
人
間
』を
大
事
に

┲
略
歴
】

昭
和
34
年
７
月
10
日
生
ま
れ
┢
60
歳
）
。

昭
和
57
年
３
月
に
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
分
校
を
卒
業
後
、
同
年
４
月
よ
り
天
塩
町
立
天
塩
小
学
校
に
勤
務
。

昭
和
62
年
に
北
海
道
教
育
庁
へ
異
動
。
企
画
管
理
部
や
企
画
総
務
部
、
生
涯
学
習
部
や
総
務
政
策
局
等
を
経
て
、
平

成
26
年
に
石
狩
教
育
局
長
、
平
成
28
年
に
総
務
政
策
局
長
を
歴
任
し
、
平
成
29
年
か
ら
は
学
校
教
育
監
に
就
任
。

令
和
元
年
10
月
１
日
付
で
鶴
居
村
教
育
長
に
就
任
す
る
。

前 

教 

育 

長

國　

安　

修　

一

む
ら
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り

〜
教
育
は
人
な
り
〜
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鶴居村で起業予定の方・事業を営んでいる方へ！

つるい未来へつなぐ
　　商工観光経済活性化支援事業

　鶴居村では、地域の商工観光経済の活性化を目的に、村内で起業※を予定している方、既に事業※を営
んでいる方を対象に、対象経費の2分の1（限度額有り）を補助します。
※補助対象業種に制限があります。

補助対象事業の紹介

１．新規開業支援事業（最大850万円（条件付き） ・対象経費の1/2以内）
　　起業するために必要な施設の整備及び改修等を行う事業
　　（工事請負費・委託費・備品購入費）
２．新分野進出支援事業（最大850万円（条件付き） ・対象経費の1/2以内）
　　既存の村内事業者が新分野に進出し、新たに開始する事業
　　（工事請負費・委託費・備品購入費）
３．事業継続支援事業（最大250万円・対象経費の1/2以内）
　　安定的な事業継続を図るために行う事業
　　（報償費・広告宣伝費・工事請負費・委託費・備品購入費）
４．観光推進事業（最大500万円・対象経費の1/2以内）
　　村内観光業の推進に資する旅館業法（昭和23年7月12日法律第138号）に基づく宿泊施設の整備
及び改修等を行う事業

　　（工事請負費・委託費・備品購入費）
※上記１、２の事業については、令和２年４月以降の事業が対象となります。

〇対象者
　村内において起業を予定している方、または、村内で5年以上事業を営んだ実績のある方
　※以下の業種については補助対象外となります。
農業、林業、漁業（「水産養殖業」を除く。）、鉱業、採石業、砂利採取業、建設業、電気・ガス・熱供
給・水道業、運輸業、郵便業、金融業、保険業など
　※その他の制限もありますので、担当窓口までご確認ください。

〇補助対象事業の下限額
　補助金額50万円以上（補助対象経費で100万円以上）

〇事業期間
　2事業年度以内

〇申請方法
　村が別に定めた期間内に、以下の書類を提出する
　・補助金交付申請書（様式第1号）
　・事業計画書及び収支計画書（様式第2号）
　・国税、道税、市町村税等の納税状況を確認できる書類
　・住民票（個人）または、登記事項証明書及び定款の写し（法人）
　・事業計画に係る見積金額等が分かる資料

まずは、担当窓口まで相談してください！

【問い合わせ】　役場産業振興課　商工観光係　TEL ： 64-2114

業

補助金
対象経費の
２分の１以内
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９
月
15
日
、
第
58
回
目
と
な
る
鶴
居
村
駅
伝

競
走
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
11
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト

地
点
と
し
た
全
５
区
間
、
合
計
１
８
３
６
０
ｍ

の
行
程
を
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
沿
道
か
ら
の
た
く

さ
ん
の
声
援
を
背
に
、
次
の
走
者
へ
タ
ス
キ
を

渡
す
べ
く
懸
命
に
走
り
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
の
精
鋭
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
た
結
果
、「
役
場
Ａ
」
が
堂
々

の
４
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

第
58
回
鶴
居
村
駅
伝
競
走

男子の部　優勝　チーム「役場Ａ」 男子の部 準優勝　チーム「鶴居消防」

男子の部 ３位　チーム「サルルンガードシニアwith H」 女子の部 優勝　チーム「ほろろーずレディー」

区間ラップ賞（敬称略）
【男子】
１　区 吉　田　綾　稀 15：05
２　区 岩　井　亮　達 11：00
３　区 志　村　　　剛 13：50
４　区 東　　　康太郎 12：16
５　区 髙　平　楠　託 18：04

【女子】
１　区 上　田　　　薫 25：59
２　区 渡　邊　優　衣 13：50
３　区 齋　藤　欣　己 19：51
４　区 高　田　栄　子 13：42
５　区 門　間　和香子 23：24

チーム成績（入賞チームのみ）
【男子の部】
優　勝 役場A 1：12：36
準優勝 鶴居消防 1：17：53
３　位 サルルンガードシニアwith H 1：21：10
４　位 鶴中陸上部 1：23：34
５　位 南 1：24：38
６　位 茂雪裡エイト 1：27：45

【女子の部】
優　勝 ほろろーずレディー 1：42：14

永年出場者表彰（敬称略）
【15年表彰】　武藤　　潤　（サルルンガードシニアwith H）
【20年表彰】　粕谷　孝幸　（茂雪裡エイト）
【25年表彰】　秋里　忠克　（茂雪裡エイト）
【30年表彰】　杉山　公男　（南）



５　令和元年10月号

　

７
月
23
日
、
人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
渡

辺
巖
さ
ん
に
法
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
、
平
成
16
年
４
月
１
日
付
で
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
て
い
た
だ
い

て
か
ら
15
年
３
ヶ
月
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
の
た
め
、
地
域
住

民
の
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
人
権
強
調
月
間
、
人
権
週

間
で
の
啓
発
活
動
な
ど
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
、
幅
広

く
人
権
養
護
委
員
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
頂
き
ま
し

た
。
長
年
の
功
績
に
対
し
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
13
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
41
回
鶴
居
村
寿

大
学
室
内
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

村
内
の
保
育
園
児
た
ち
に
よ
る
遊
戯
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、

園
児
と
学
生
の
交
流
を
目
的
と
し
た
競
技
も
行
わ
れ
、
互
い

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た

「
う
ち
わ
風
船
リ
レ
ー
」
や
「
ボ
ッ
チ
ャ
で
的
投
げ
」
で
は
、

競
技
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

長
年
の
功
績
を
称
え
て

人
権
擁
護
委
員
に
法
務
大
臣
感

謝
状
贈
呈

　

８
月
23
日
に
役
場
に
て
鶴
居
村
観
光
協
会
よ
り
「
農
泊

推
進
セ
ミ
ナ
ー
、
み
ら
チ
ャ
レ
卒
業
生
に
よ
る
結
果
報
告

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
服
部
事
務
局
長
か
ら
前
年
度
の

事
業
報
告
や
今
年
度
の
事
業
説
明
の
ほ
か
、
み
ら
チ
ャ
レ

１
期
生
で
あ
る
高
橋
宗
一
郎
さ
ん
か
ら
「
醸
造
用
ぶ
ど
う

栽
培
研
究
」の
報
告
と
２
期
生
の
服
部
大
地
さ
ん
か
ら「
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
郷
土
料
理
研
究
」
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
村
の
発
展
を
願
っ
て

農
泊
推
進
セ
ミ
ナ
ー
、
み
ら
チ
ャ

レ
卒
業
生
に
よ
る
結
果
報
告
会

園
児
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
！

第
41
回
鶴
居
村
寿
大
学
室
内
軽
ス

ポ
ー
ツ
大
会



令和元年10月号　６

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

入
が
46
億
２
７
３
５
万
円
、
歳
出
が
45
億
７
１

２
７
万
円
で
あ
り
、
実
質
収
支
は
５
６
０
８
万

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
比
較
で
は
、
歳
入
で
１
億
５
３
４
０

万
円
（
３
・
２
％
）
の
減
、
歳
出
で
１
億
５
２

５
４
万
円
（
３
・
２
％
）
の
減
と
な
り
、
公
債

費
及
び
普
通
建
設
事
業
費
等
の
減
額
が
主
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入

　

村
税
の
決
算
額
は
３
億
７
５
３
１
万
円
で
あ

り
前
年
度
比
較
で
７
１
７
万
円
増
額
、
収
納
率

で
は
98
・
２
％
の
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
村
税
や
使
用
料
及
び
手
数
料
、
財
産
収

入
、
繰
入
金
、
諸
収
入
な
ど
と
い
っ
た
自
主
財

源
は
歳
入
全
体
の
32
・
４
％
を
占
め
る
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
は
20
億
２
０
３
９
万
円

と
前
年
度
比
較
で
８
３
５
８
万
円
の
減
額
、

国
・
道
支
出
金
は
４
億
５
１
９
４
万
円
と
前
年

度
比
較
で
１
億
６
５
２
０
万
円
の
減
額
、
借
入

金
で
あ
る
村
債
は
４
億
７
８
８
２
万
円
と
前
年

度
比
較
で
１
億
８
０
９
６
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
依
存
財
源
の
歳
入
全
体
に
占

め
る
割
合
は
67
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
地
方
交
付
税
が
全
体
に
占
め
る
割
合

は
44
・
０
％
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
は

村
の
貯
金
で
あ
る
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組

合
超
過
納
付
金
か
ら
取
り
崩
し
た
７
億
２
１
０

０
万
円
を
諸
収
入
で
受
け
入
れ
、
基
金
に
組
替

積
立
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
要
素
を
除
く
と
地

方
交
付
税
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
51
・
７
％

と
な
り
、
村
の
収
入
の
半
分
以
上
を
占
め
る
歳

入
状
況
と
な
り
ま
す
。

■
歳
出

　

職
員
給
与
等
の
人
件
費
は
、
国
の
基
準
に
準

拠
し
た
給
与
改
定
、
途
中
退
職
等
に
よ
り
前
年

度
比
較
で
１
４
４
４
万
円
（
２
・
４
％
）
の
減

額
、
公
債
費
は
過
疎
対
策
事
業
債
及
び
臨
時
地

方
道
路
整
備
事
業
債
の
償
還
終
了
等
の
影
響
に

よ
る
償
還
金
の
減
少
に
よ
り
前
年
度
比
較
で
４

４
３
９
万
円
（
７
・
８
％
）
の
減
額
と
な
り
、

扶
助
費
を
合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
の
合
計
で
は

歳
出
全
体
の
27
・
９
％
を
占
め
る
12
億
７
４
９

１
万
円
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
）
は
、
鶴

居
西
公
共
エ
リ
ア
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
鶴
居

ど
さ
ん
こ
牧
場
厩
舎
等
改
修
工
事
、
お
が
粉
施

設
機
械
施
設
導
入
、
鶴
居
Ｄ
団
地
地
域
優
良
賃

貸
住
宅
建
築
工
事
、
村
営
住
宅
整
備
、
村
道
13

路
線
の
改
良
舗
装
等
を
実
施
し
た
結
果
、
決
算

額
は
歳
出
全
体
の
22
・
３
％
を
占
め
る
10
億
１

６
９
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
前
年
度

比
較
で
は
９
８
６
５
万
円
（
８
・
８
％
）
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
物
件
費
が
地
球
温
暖

化
防
止
実
行
計
画
策
定
事
業
、｢

日
本
で
最
も

美
し
い
村｣

定
期
総
会
及
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
事
業
、
地
域
公
共
交
通
プ
ラ
ン
策
定
事
業
、

農
畜
産
物
加
工
施
設
「
酪
楽
館
」
経
営
戦
略
策

定
支
援
事
業
、
橋
梁
点
検
調
査
等
を
実
施
し
、

前
年
度
比
較
で
９
０
９
万
円
（
１
・
３
％
）
の

増
額
と
な
り
、
積
立
金
は
今
後
の
公
共
施
設
の

整
備
補
修
に
備
え
る
た
め
昨
年
度
に
引
き
続
き

公
共
施
設
等
整
備
基
金
に
６
億
４
５
７
５
万
円

を
積
立
て
し
、
前
年
度
比
較
で
３
５
７
３
万
円

（
４
・
８
％
）
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
出
決
算
は
45
億
７
１
２
７
万
円

平
成
30
年
度

決
算
報
告

（金額は千円単位を四捨五入して、万円単位で統一しています。）

子育て支援施設を建設中（完成イメージ図）：令和２年９月開所予定子育て支援施設を建設中（完成イメージ図）：令和２年９月開所予定

平成30年度一般会計の主な新しい事業
鶴居西公共エリア施設整備事業(地質調査・解体工事他) 1億1,669万円
｢日本で最も美しい村｣定期総会及びﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ開催事業 746万円
防災ハザードマップ作成事業 195万円
地域住宅振興対策支援事業 300万円
ふるさと納税推進事業 721万円
子育て支援施設基本実施設計策定事業 4,428万円
非常用発電機導入助成事業 382万円
新総合体育館基本設計策定事業 1,966万円
地域公共交通プラン策定事業 430万円
地域資源生産性向上事業（おが粉施設機械設備導入他) 7,792万円
鶴居どさんこ牧場厩舎等改修事業 1,587万円



７　令和元年10月号

用
語
の
解
説

歳
入（
１
年
間
の
す
べ
て
の
収
入
）

【
自
主
財
源
】自
前
で
収
入
で
き
る
お
金

【
依
存
財
源
】国
や
道
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
借

り
た
り
す
る
お
金

【
使
用
料
及
び
手
数
料
】公
営
住
宅
の
家
賃
、
保

育
料
、
公
共
施
設
の
利
用
料
、
各
種
証
明
に
よ

る
収
入
な
ど

【
財
産
収
入
】村
の
土
地
・
建
物
の
貸
付
や
売
払

い
に
よ
る
収
入
な
ど

【
繰
入
金
】各
種
基
金
を
取
り
崩
し
て
繰
り
入
れ

る
お
金
な
ど

【
地
方
交
付
税
】所
得
税
な
ど
国
が
徴
収
し
た
税

金
の
中
か
ら
、
市
町
村
の
財
政
規
模
に
応
じ
て

配
分
さ
れ
る
お
金

【
村
債
】公
共
施
設
の
建
設
な
ど
、
村
が
一
度
に

多
額
の
出
費
が
必
要
な
場
合
に
認
め
ら
れ
る
長

期
借
入
金

【
国
・
道
支
出
金
】国
や
道
の
決
め
た
ル
ー
ル
に

あ
っ
た
仕
事
を
す
る
場
合
な
ど
に
、
必
要
な
費

用
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
補
助
さ
れ
る
も
の

歳
出（
１
年
間
の
す
べ
て
の
支
出
）

【
義
務
的
経
費
】法
令
あ
る
い
は
性
質
上
、
支
出

が
義
務
付
け
ら
れ
た
お
金

【
投
資
的
経
費
】道
路
や
建
物
の
建
設
、
用
地
の

購
入
な
ど
村
民
の
財
産
と
し
て
将
来
に
残
る
も

の
に
支
出
さ
れ
る
お
金

【
公
債
費
】借
り
入
れ
た
村
債
の
返
済
に
充
て
る

お
金
で
、
元
金
の
返
済
金
と
そ
の
利
息

【
扶
助
費
】医
療
給
付
費
や
障
が
い
者
へ
の
援
助

費
な
ど
福
祉
の
た
め
の
お
金

【
物
件
費
】委
託
料
や
使
用
料
、
光
熱
水
費
、
燃

料
費
、
消
耗
品
、
備
品
購
入
費
な
ど

【
補
助
費
等
】各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
交
付
金
、

保
険
料
、
謝
礼
金
な
ど

【
繰
出
金
】特
別
会
計
の
収
支
不
足
額
に
対
し
て

繰
り
出
す
お
金
な
ど

一般会計
歳入・歳出
の状況

歳入「その他」の内訳

村税の内訳

その他 9,162万円 2.0%

繰出金繰出金
1億8,721万円1億8,721万円

4.1%4.1%

維持補修費 維持補修費 8,631万円 1.9%8,631万円 1.9%

積立金
7億612万円7億612万円
15.4％15.4％

扶助費
1億6,550万円
3.6％

地方譲与税 8,605万円 1.9%
村税 3億7,531万円 8.1%

使用料及び手数料 1億862万円 2.3%

財産収入 6,367万円 1.4%

繰越金 5,694万円 1.2%
分担金及び負担金・寄附金・繰入金
 1億2,555万円 2.7%

村債村債
4億7,882万円4億7,882万円
10.3%10.3%

国・道支出金国・道支出金
4億5,194万円4億5,194万円

9.8%9.8%

自主財源自主財源
14億9,853万円14億9,853万円

32.4％32.4％

依存財源依存財源
31億2,882万円31億2,882万円

67.6％67.6％

諸収入諸収入
7億6,844万円7億6,844万円
16.6%16.6%

地方交付税地方交付税
20億2,039万円20億2,039万円

43.7%43.7%

普通建設事業費普通建設事業費
10億1,690万円10億1,690万円

22.3％22.3％

投資的経費投資的経費
10億1,690万円10億1,690万円

22.3％22.3％

物件費物件費
6億8,617万円6億8,617万円
15.0％15.0％

補助費等補助費等
6億1,365万円6億1,365万円
13.4％13.4％

義務的経費義務的経費
12億7,491万円12億7,491万円

27.9％27.9％

その他の経費その他の経費
22億7,946万円22億7,946万円

49.8％49.8％

人件費人件費
5億8,815万円5億8,815万円
12.9％12.9％

公債費公債費
5億2,126万円5億2,126万円
11.4％11.4％

種　　類 決算額
利 子 割 交 付 金 45万円
配 当 割 交 付 金 61万円
株式等譲渡所得割交付金 53万円
地 方 消 費 税 交 付 金 5,174万円
ゴルフ場利用税交付金 1,779万円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 1,911万円
地 方 特 例 交 付 金 86万円
交通安全対策特別交付金 53万円

計 9,162万円

種　類 決算額 構成比
村 民 税 1億5,833万円 42.2%
固定資産税 1億8,556万円 49.4%
軽自動車税 807万円 2.2%
村たばこ税 1,879万円 5.0%
入 湯 税 456万円 1.2%

計 3億7,531万円 100.0%

歳 入　46億2,735万円

歳 出　45億7,127万円



令和元年10月号　８

特
別
会
計
の
歳
出
決
算
は

７
億
８
５
６
９
万
円

　

特
定
の
収
入
支
出
を
一
般
会
計
と
は

別
に
経
理
す
る
特
別
会
計
は
全
部
で
６

会
計
あ
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
の
特
別

会
計
の
決
算
額
は
歳
入
が
８
億
６
３
０

８
万
円
（
前
年
度
比
３
・
９
％
減
）、

歳
出
が
７
億
８
５
６
９
万
円
（
前
年
度

比
６
・
０
％
減
）
と
い
ず
れ
も
前
年
度

を
下
回
り
実
質
収
支
は
７
７
３
９
万
円

（
前
年
度
比
24
・
０
％
増
）
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

会計別の決算状況

一般会計決算の目的別に見た歳出の状況

総務費総務費
12億673万円12億673万円
26.4%26.4%

民生費民生費
4億308万円4億308万円
8.8%8.8%

農林産業費農林産業費
5億1,995万円5億1,995万円
11.4%11.4%

土木費土木費
5億5,755万円5億5,755万円
12.2%12.2%

教育費教育費
3億5,419万円3億5,419万円

7.7%7.7%

給与費給与費
4億9,444万円4億9,444万円
10.8%10.8%

公債費公債費
5億2,126万円5億2,126万円
11.4%11.4%

【財政力指数】１に近いほど財政基盤が強く、
財源に余裕があるものとされており、過去
３カ年の平均値で示す指標です。
　本村の歳入状況は、村税などの自主財源
が全体の２割程度であり、残りの約８割が
地方交付税や国・道支出金、村債といった
依存財源であるため、財政力指数は0.16～
0.17と低い数値になっています。

【経常収支比率】財政構造の弾力性（ゆとり）
を判断する指標であり、地方税や地方交付
税など経常的に収入されるお金を人件費や
扶助費、公債費などの経常的に支出する経
費にどれくらい充当しているかをみるもの
です。
　比率が低いほど弾力性が大きく、臨時の
財政需要に対しての余裕を示し、一般的に
70～80％程度が良いとされています。

経常収支比率の推移

83.3％

76.8％

84.1％
80.8％

財政力指数の推移

0.16 0.16 0.170.16

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

議会費　4,794万円　1.1%
「日本で最も美しい村」連合定期総会及
びフェスティバル開催経費、広報誌発行
事業、村有林造林事業、IP告知端末設
置費、生活路線バス運行補助金、輝く住
ま居る支援金、地球温暖化防止実行計画
策定経費、村税ｺﾝﾋﾞﾆ収納ｻｰﾋﾞｽ運用事業、
鶴居西公共エリア施設整備事業費、公共
施設等整備基金積立金など

子育て支援施設基本・実施設計策定経費、
児童手当、乳幼児・児童生徒医療給付費、
出産・就学祝金、保育園運営費、冬期間
暖房費等助成費、障がい者自立支援給付
費、老人医療給付費、敬老年金、高齢者
等個別移送サービス事業、介護サービス
事業など

衛生費　1億3,318万円　2.9%
脳ドック助成費、妊婦健康診査助成費、
成人病・がん検診事業、予防接種助成
費、ごみ収集経費、一般廃棄物最終処分
場管理費など

乳質改善奨励補助金、中山間地域等直接
支払交付金、非常用発電機導入事業、野
生鳥獣被害防止対策費、草地改良促進事
業補助金、農畜産物加工施設運営費、林
業専用道下雪裡中田1線開設事業、森林
整備対策事業補助金など

商工費　1億2,350万円　2.7%
醸造用ぶどう等地域特産品開発事業、道
東自動車道釧路延伸観光推進事業、つる
ぼーの家・どさんこ牧場・運動広場管理
費、観光施設Wi-Fi整備事業、どさんこ
牧場厩舎等改修事業など

村道除雪費、村道改良舗装工事、地域住
宅振興対策支援事業、鶴居・幌呂市街村
有住宅買取事業、鶴居Ｄ団地建設工事、
公園管理費など

消防費　2億945万円　4.6%
鶴居消防署運営費、消防団活動費、災害
時用備蓄品・資器材整備費など

スクールバス運行費、児童生徒就学援助
費、地産地消ふるさと学校給食事業、義
務教育教材整備費、教育資金利子補給金、
高等学校等人材育成支援金、大型バス運
行費、タンチョウ給餌経費、寿大学運営
費、駅伝競走経費、スポーツ振興助成金、
ふるさと情報館管理費、鶴居パークゴル
フ場管理費など

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 実質収支額
一　般　会　計 46億2,735万円 45億7,127万円 5,608万円

特　

別　

会　

計

水道事業 4,439万円 4,103万円 336万円
農業集落排水事業 5,753万円 5,612万円 141万円
国民健康保険 3億7,121万円 3億3,586万円 3,535万円
村立診療所 7,483万円 7,483万円 0万円
介護保険 2億7,675万円 2億3,989万円 3,686万円
後期高齢者医療 3,837万円 3,796万円 41万円

計 8億6,308万円 7億8,569万円 7,739万円
合　　計 54億9,043万円 53億5,696万円 1億3,347万円



９　令和元年10月号

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

鶴居村の比率 －
（－）

－
（－）

６. ２％
（６. ２％）

－
（－）

早期健全化基準 １５. ００％ ２０. ００％ ２５. ０％ ３５０. ０％
財政再生基準 ２０. ００％ ３０. ００％ ３５. ０％

　

自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

財
政
状
況
の
悪
化
を
早
い
段
階
で
把
握
し
、

そ
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
財
政
健
全

化
の
４
つ
の
指
標
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

指
標
は
一
般
・
特
別
会
計
や
公
営
企
業
会

計
、
一
部
事
務
組
合
な
ど
鶴
居
村
に
か
か
る

す
べ
て
の
会
計
を
監
視
対
象
と
し
て
お
り
、

単
年
度
だ
け
で
な
く
将
来
の
負
担
な
ど
に
も

配
慮
し
た
判
断
指
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

指
標
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
が
一
定
の
基
準

値
を
超
え
る
と
、
財
政
健
全
化
や
財
政
再
生

の
計
画
を
策
定
し
、
外
部
監
査
の
実
施
や
国

な
ど
の
関
与
の
も
と
、
早
急
な
改
善
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

各
指
標
に
つ
い
て

■
実
質
赤
字
比
率

　

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
事
業
の
財
源
な
ど
を

差
し
引
い
た
一
般
会
計
や
一
般
会
計
に
準
ず

る
会
計
の
赤
字
が
、
標
準
財
政
規
模
（
鶴
居

村
の
通
常
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
必
要
な
一
般
財
源
の
規
模
）
に
占

め
る
割
合
で
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
15
・
00
％
に
対
し
、
赤

字
が
な
い
の
で
「
－
」
で
表
し
て
い
ま
す
。

■
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

鶴
居
村
の
全
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を

合
計
し
、
連
結
ベ
ー
ス
で
の
赤
字
が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
20
・
00
％
に
対
し
、
各

会
計
と
も
赤
字
が
な
い
の
で
「
－
」
で
表
し

て
い
ま
す
。

鶴
居
村
の
財
政
は
大
丈
夫
…
？

※
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
会
計
（
水
道
・
農
業
集
落
排
水
事

業
）
に
つ
い
て
は
、
資
金
不
足
比
率
を
算
定
し
、

経
営
健
全
化
基
準
の
20
・
０
％
に
当
て
は
め
ま

す
が
、
各
会
計
と
も
赤
字
が
な
い
の
で
、
資
金

不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　村債は村の借金、基金等は村の貯金と言えるもので
す。村債の額は、一般会計と水道及び農業集落排水
事業特別会計の合計額であり、借入額の７割ほどは地
方交付税などに算入される仕組みになっています。
　また、基金等の額は、財政調整基金や減債基金など
の目的基金と北海道市町村備荒資金組合が運用す
る備荒基金の合計額であり、基金等と村債の残高を比
較すると、平成30年度末では基金等残高の方が30億
1,312万円上回っており、借金よりも貯金の方が多い状
況となっています。

平成30年度末村債残高
一般会計 36億1,985万円
水道特別会計 1,416万円
農業集落排水事業特別会計 1億5,304万円
　　計 37億8,705万円
平成30年度末基金等残高
基金（全会計の16基金） 46億6,306万円
備荒資金組合基金 21億3,711万円
　　計 68億 17万円

平成30年度　指標で見る村の財政状況
健全化判断比率（４指標）

財政再生基準を超えると
レッドカードとなり、財
政再建団体となります。

早期健全化基準を
超えるとイエロー
カードです。

村債と基金等残高
80億円

60億円

40億円

20億円

0億円
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

基
金
等　
68
億
６
４
９
７
万
円

基
金
等　
69
億
８
８
６
５
万
円

基
金
等　
69
億
３
８
７
１
万
円

基
金
等　
68
億　
　

１
７
万
円

村
債
村
債　　
3838
億
３
１
６
１
万
円

億
３
１
６
１
万
円

村
債
村
債　　
4040
億
９
８
３
４
万
円

億
９
８
３
４
万
円

村
債
村
債　　
4343
億　

３
５
４
万
円

億　

３
５
４
万
円

村
債
村
債  

3737
億
８
７
０
５
万
円

億
８
７
０
５
万
円

※（　）は、前年度の比率

■
実
質
公
債
費
比
率

　

平
成
18
年
４
月
に
地
方
債
制
度
が
「
許
可
制
」

か
ら
「
協
議
制
度
」
に
移
行
し
た
こ
と
に
と
も

な
い
導
入
さ
れ
た
財
政
指
標
で
、
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
実
質
的
な
借
金
返
済
の
割
合
を
示

す
指
標
で
す
。（
連
結
決
算
の
考
え
方
が
導
入

さ
れ
て
お
り
、
鶴
居
村
の
全
て
の
会
計
や
一
部

事
務
組
合
な
ど
の
分
ま
で
含
め
た
も
の
で
す
。）

指
標
は
平
成
28
〜
30
年
度
の
３
年
間
の
平
均
値

で
表
し
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
の
25
・
０
％
に
対
し
、
鶴

居
村
の
比
率
は
６
・
２
％
で
す
。
前
年
度
比
較

で
同
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負

債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
、
こ
れ

ら
の
負
債
が
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の

度
合
い
を
示
す
指
標
で
す
。
一
般
会
計
の
地
方

債
残
高
、
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
、
職
員

に
対
す
る
退
職
金
の
支
給
予
定
額
や
債
務
保
証

な
ど
、
将
来
村
の
負
担
が
見
込
ま
れ
る
経
費
か

ら
、
充
当
可
能
な
基
金
や
地
方
交
付
税
の
算
入

見
込
な
ど
を
控
除
し
て
算
定
し
ま
す
。

　

鶴
居
村
は
将
来
負
担
額
よ
り
も
基
金
額
な

ど
が
上
回
っ
て
お
り
、
早
期
健
全
化
基
準
の

３
５
０
・
０
％
に
対
し
、
将
来
負
担
が
な
い
の

で
「
－
」
で
表
し
て
い
ま
す
。
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人事行政の運営等の状況をお知らせします

■鶴居村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、村職員の給与や任免等の状況を公表し
ます。

１．職員の任免及び職員数に関する状況（平成31年4月1日現在）
　職員の採用・退職に関する状況
平成30年4月1日現在の

職員数（A）
平成30年度中の異動 平成31年4月1日採用

（D）
平成31年4月1日現在の職員数
（A）－（B）+（C）+（D）退職（B） 採用（C）

62人 4人 1人 4人 63人

２．職員の給与の状況
（１）人件費の状況（普通会計）

区　　分 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率
B/A

29年度の
人件費率

30年度 千円
4,628,882

千円
56,077

千円
623,987

％
13.5

％
13.4

（２）職員給与費の状況（普通会計）

区　　分 職員数
（A）

歳出額 一人当たり給与費
B/A給料 諸手当 期末手当 計（B）

30年度
人 千円 千円 千円 千円 千円

58 202,490 42,259 80,669 325,418 5,610

（３）一般行政職の級別職員数
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

合　　計標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

係長
主査

係長
主査

課長補佐
室長・次長

課長
事務局長

職員数 6人 12人 8人 5人 8人 9人 48人
構成比 12.5% 25.0% 16.7% 10.4% 16.7% 18.8% 100.0%

構成比（1年前） 16.7% 20.8% 20.8%  6.3% 14.6% 20.8% 100.0%

（４）一般行政職の初任給の状況　　　　　　　　　 　（５）職員の平均給料月額等の状況
区　分 鶴居村 国 区　　分 平均給料月額 平均年齢
大学卒 180,700円 180,700円 一般行政職 295,100円 38.9歳高校卒 148,600円 148,600円

（６）期末・勤勉手当の支給率　　　　　　　　　　　 （７）退職手当の支給率
支給月 期末手当 勤勉手当 支　給　率 自己都合 定年
6月期 1.3月分 0.925月分 勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
１２月期 1.3月分 0.925月分 勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

加算割合
　　課　　　長 　  15％
　　課 長 補 佐　　10％
　　係長・主査　　 5％

勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

（８）特別職の給料・報酬等
区　分 月　　額 期末手当 区　　　分 月　　額 期末手当

給料
村　長 782,000円 6月期　2.225月分

12月期　2.225月分
　　計　4.45月分

加算
割合
15％

報酬
議　長 307,000円 6月期　2.225月分

12月期　2.225月分
　　計　4.45月分

副村長 649,000円 副議長 246,000円
教育長 586,000円 議　員 193,000円
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３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成30年度）
（１）勤務時間の状況

勤務時間 休憩時間 １週間の勤務時間 週休日
午前8時30分～午後5時15分 正午～午後1時 38時間45分 土・日曜日

（２）年次有給休暇の取得状況
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消化率
1,614日 501.6日 42人 11.9日 31.1%

４．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成30年度）
分限処分 懲戒処分

降任 免職 休職 降給 戒告 減給 停職 免職
1人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

５．職員の服務の状況
　地方公務員法により、職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、且つ職務の遂行に当
たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならないとされているほか、職務に専念する義務、信用
失墜行為の禁止、秘密の保持などが規定されています。

６．職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成30年度）
（１）職員の研修の状況

研修名 新規採用職員基礎研修 法務基礎・応用研修 中級職員研修 職員道外研修
受講者数 2名 4名 2名 4名

（２）職員の勤務成績の評定の状況
　　　管理職・一般職ともに人事評価を実施。

７．職員の福祉及び利益の保護の状況（平成30年度）
（１）職員の健康診断実施状況　　　　　　 　　　　　　　（２）職員の公務災害補償の状況
区　　分 対　象　者 受診者数 加　入　団　体 災害件数
総合健診 31歳代隔年・40歳以上の職員 35人

地方公務員災害補償基金
公務災害　０件

事業主健診 総合健診対象者以外の職員 24人 通勤災害　０件

（３）公平委員会への不服申立等の状況
勤務条件に関する措置の要求 不利益処分に関する不服申し立て 苦情処理

０件 ０件 ０件

○問合せ先・・・総務課総務係（℡64－2111）



村
教
育
委
員
の
任
命
の
お
知
ら
せ

　

９
月
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
村
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
藤
原
千
晶
氏
が
教
育
委
員
と

し
て
再
任
す
る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
村
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

第
１
回
日
本
で
最
も
美
し
い
村
ク

リ
ー
ン
デ
ー
の
実
施
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟
し
て
い
る
、
本
村
を
含
む
道
内

９
町
村
１
地
域
で
構
成
す
る
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
づ
く
り
北
海
道
連
携
会
議
」
で
は
、

連
合
設
立
日
の
翌
日
で
あ
る
10
月
５
日
に
第

１
回
ク
リ
ー
ン
デ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
美
し
い
村
に
磨
き
を
か
け

環
境
保
全
活
動
を
広
く
普
及
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
持
続
可
能
な
地
域
の
未
来
を

実
現
す
べ
く
、
美
し
い
村
づ
く
り
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
も
、
次
の
と
お
り
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
多
く
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

令
和
元
年
10
月
５
日
㈯
午
前
９
時
〜

令和元年10月号　12

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

◆
場
所　

鶴
居
市
街
各
所

◆
集
合
場
所

　

ふ
る
さ
と
情
報
館
「
み
な
く
る
」
西
側

　

入
口
付
近

◆
集
合
時
間

　

午
前
８
時
50
分

◆
そ
の
他　

　

長
靴
や
軍
手
は
各
自
で
ご
用
意
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎
64

－

２
１
１
２

札
幌
ふ
る
さ
と
鶴
居
会
（
仮
称
）

設
立
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
札
幌
市
と
そ
の
近
郊
に
お

住
ま
い
の
方
の
ふ
る
さ
と
会
「
札
幌
ふ
る

さ
と
鶴
居
会
（
仮
称
）」
の
設
立
総
会
が

11
月
９
日
㈯
、
札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
後
に
は
、
懇

親
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
出
席
を
希
望
さ
れ
る
旨
を
ご
連
絡
い

た
だ
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
正
式

な
ご
案
内
が
発
送
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
新
た
に
ご
出
席
を
希
望
さ
れ

る
方
に
つ
い
て
は
、
お
手
数
で
す
が
10
月

23
日
（
水
）
ま
で
に
札
幌
ふ
る
さ
と
鶴
居

会
設
立
準
備
会
事
務
局
（
役
場
企
画
財
政

課
企
画
調
整
係
）
ま
で
ご
連
絡
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

札
幌
ふ
る
さ
と
鶴
居
会
設
立
準
備
会
事
務

局
（
役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
）

☎
64

－

２
１
１
２

９
月
鶴
居
村
議
会
定
例
会

９
月
鶴
居
村
議
会
定
例
会
が
９
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
22
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

予　

算

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
０
，４
０
３
万
８
千
円
を
増
額
し
、
総
額
54
億
３
，

３
６
４
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

<

歳
出>

▽
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
事
業
関
連
経
費 

９
３
１
千
円

▽
「
地
域
景
観
形
成
に
係
る
学
習
会
（
仮
称
）」
開
催
関
連
経
費 

１
７
４
千
円

▽
「
札
幌
ふ
る
さ
と
鶴
居
会
」
設
立
支
援
関
連
経
費 

６
７
０
千
円

▽
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
経
費 

１
，６
９
０
千
円

▽
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業
補
助
金

 

３
２
０
，６
６
２
千
円

▽
非
常
用
発
電
機
導
入
助
成
事
業
補
助
金 

４
５
０
千
円

▽
産
業
振
興
奨
励
補
助
金 

４
，０
０
０
千
円

▽
鶴
居
市
街
歩
道
補
修
工
事 

１
５
，０
０
０
千
円

▽
道
路
環
境
整
備
工
事 

５
，０
０
０
千
円

▽
地
域
住
宅
振
興
対
策
支
援
補
助
金 

２
，５
０
０
千
円

▽
指
定
避
難
所
用
備
品
購
入
費 

１
，６
８
０
千
円

▽
鶴
見
台
、
伊
藤
タ
ン
チ
ョ
ウ
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
案
内
看
板
製
作
委
託

 

６
３
６
千
円

▽
鶴
見
台
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
柵
更
新
工
事 

２
，８
４
９
千
円

▽
総
合
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
改
修
工
事 

２
９
，７
０
０
千
円

藤原千晶氏
（茂雪裡）
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販売期間・場所について
①鶴居会場：令和元年１０月18日（金）～22日（火）まで

午前１０時～午後６時 （無くなり次第終了致します）
鶴居村総合センター１階特設会場（鶴居西１－１）

②幌呂会場：令和元年10月18日（金）のみ
午前１０時～午後６時 （無くなり次第終了致します）
幌呂農村環境改善センター特設会場（幌呂東２－２１）

ご利用期間・場所について
令和２年１月３１日（金）まで　期限後は使用できません。
取扱店ポスター・のぼりのある商店、事業所でご利用できます。

商品券の内容について
１０，０００円で１３，０００円分の商品券が購入できます。
　　（商品券はすべて500円券で26枚組となります）
☆購入限度はお一人様１セット限り
☆先着１，２００セット販売

商品券が購入できる方は・・・
①鶴居村に住民票のある16歳以上の方
②鶴居村の事業所に勤務されている方
ご家族、まとめての購入も可能です。
※例えば4人家族（１６歳以上）で４セット購入すると12,000円
　お得になります。

○お問い合せ　鶴居村商工会　℡64-2453
鶴居村鶴居西１－１（鶴居村総合センター内）

重要①
運転免許証、保険証、社
員証など、購入者ご本人
が16歳以上の村民であ
る旨、鶴居村の事業所に
勤務している旨を証明で
きるものをご持参下さい。

重要②
ご家族分、まとめての購
入も可能です。
ご本人を証明する物をご
持参の他、ご家族の氏名
等を受付時に確認させて
頂くと伴に購入申込簿に
ご記入頂きます。

鶴居村
「美しい村プレミアム商品券（冬）」

販売について
５月の販売に続き、「美しい村プレミアム商品券(冬)」の

販売が決定 しました！
１０，０００円で、村内のお店で使える

“１３，０００円分の商品券”　が購入できます。
そこで、「美しい村プレミアム商品券」の

購入や利用 について、お知らせいたします。

スタンプラリー

の実施、クリスマスオー

ドブルセットが当たる

抽選会など楽しい企画

もあるよ！

必ずお読みください！



官公庁などからのお知らせ官公庁などからのお知らせ

行
政
相
談
週
間
に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
に
つ
い
て
、

広
く
国
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

10
月
７
日
㈪
〜
10
月
13
日
㈰
ま
で
の
１
週
間

を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

・
行
政
苦
情
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０
（
全
国
共
通
）

・
釧
路
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
（
き

く
み
み
釧
路
）

　

☎
23

－

１
１
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23

－

７
１
３
７

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相

談
所
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

釧
路
地
方
法
務
局
で
は
、
司
法
書
士
会
、

土
地
家
屋
調
査
士
会
、
公
証
人
会
及
び
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
と
連
携
し
て
、
登
記
・
供

託
・
戸
籍
・
人
権
擁
護
事
務
等
の
所
掌
事
務

に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
様
か
ら
の
相
談
に
お

応
え
す
る
「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

令
和
元
年
10
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆
場
所

　

釧
路
地
方
合
同
庁
舎
５
階
共
用
会
議
室

◆
相
談
料

　

無
料

　

※
予
約
者
を
優
先
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
予
約
・
問
合
せ
先

　

釧
路
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
31

－

５
０
０
０

・
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
平
日
の
み
）

・
予
約
締
切

　

令
和
元
年
10
月
４
日
㈮

建
退
共
制
度
に
つ
い
て

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
た
退
職
金
制
度
で
す
。

◆
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

◆
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

◆
掛
金　

日
額
３
１
０
円

◆
特
長

・
国
の
制
度
で
安
心
・
確
実
・
申
込
手
続
き

は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
は
加
点
評
価
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法

人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て

扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
で
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

を
通
算
し
て
計
算
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　

建
退
共
北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１

－

２
６
１

－

６
１
８
６

「
バ
ス
運
転
体
験
・
合
同
就
職

相
談
会
in
釧
路
」
の
ご
案
内

　

北
海
道
で
は
、
バ
ス
運
転
手
不
足
の
解
消

に
向
け
て
、
北
海
道
バ
ス
協
会
及
び
バ
ス
事

業
者
と
連
携
し
、「
バ
ス
運
転
体
験
・
合
同

就
職
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

バ
ス
運
転
手
の
仕
事
に
興
味
・
関
心
が
あ

る
方
は
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

10
月
26
日
㈯

　
〈
午
前
の
部
〉　

午
前
10
時
〜
正
午

　
〈
午
後
の
部
〉　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所　

釧
路
運
転
免
許
試
験
場

◆
申
込
・
参
加
費

　

申
込
不
要
・
参
加
費
無
料

◆
問
合
せ
先

　

・
く
し
ろ
バ
ス
株
式
会
社

　
　

☎
36

－

８
１
８
１

　

・
阿
寒
バ
ス
株
式
会
社

　
　

☎
37

－

２
２
２
５

　

・
根
室
交
通
株
式
会
社

　
　

☎
０
１
５
３

－

24

－

２
２
０
２

第
29
回
「
公
証
週
間
」
電
話
相

談
の
ご
案
内

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
公
証
週
間
で

す
。
公
証
制
度
を
広
く
国
民
の
間
に
普
及
さ

せ
る
た
め
、
日
本
公
証
人
連
合
会
本
部
に
お

い
て
、
同
期
間
中
、
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◆
期
間

　

10
月
１
日
㈫
〜
10
月
７
日
㈪

　

・
午
前
９
時
半
〜
正
午

　

・
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
半

◆
内
容

　

遺
言
、
任
意
後
見
契
約
な
ど
公
証
事
務
全
般

◆
問
合
せ
先

　

☎
03

－

３
５
０
２

－

８
２
３
９

令和元年10月号　14

「北海道立北の森づくり専門
学院」（略称：北森カレッジ）
の出願受付開始！（10月～）

来年4月に「北海道立北の森づくり専門学院」が、
旭川市に開校します。この学院は、林業・木材産
業の幅広い知識と確かな技術を2年間で身に付け
られる専門学校で、北海道の森林づくりへの意欲
に溢れた方を募集します。詳細は、北海道HPを
ご覧ください。
担当：釧路総合振興局林務課林務係（43-9201）

出願
資格

道内の林業・木材産業関係企業等への就職を希望し、
高等学校卒業又は同等以上の学力を有し、入学時に40
歳以下の方

出願
期間

10月１日～15日（推薦）
10月15日～28日（一般）

試験
日程等

【推薦】（札幌会場）
10月25日：面接
【一般】（帯広会場）
11月15日：小論文・面接
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消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 令和元年度 全国統一防火標語

「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

　９月８日（日）鶴居村民広場にて鶴居消防秋季消防演習が開催されました。
　当日は松井団長以下６０名の団員が参加し、鶴居消防署から村民広場まで分列行進した後、成田副団長の
指揮により特別点検が行われ、団員は規律ある行動で点検に臨んでいました。その後、釧路管内消防団員技
能競技大会の「小型ポンプの部」
に出場する２チームを選出するた
めの予選会を行いました。予選会
の結果、第３分団（上幌呂地区）
が優勝、第４分団（久著呂地区）
が準優勝となりました。

　１０月１５日から１０月３１日まで全道一斉に秋の火災予防運動を実施します。
これからの季節は、暖房器具の使用に伴い火災が発生しやすくなります。使用する前には点検を行いましょう。
また、就寝中の火災や台所での火災を早期に発見し被害を最小限に抑えるため、住宅用火災警報器を設置し
ましょう。既に設置されているご家庭は電池の確認などの維持管理をしましょう。なお、設置から１０年で
の電池または本体の交換の「目安」となっています。
　秋の火災予防運動期間中、消防職員及び消防団員が村内の一般住宅や農家等の防火
査察に伺うことがありますのでご理解とご協力お願いします。
　何かご不明な点がありましたら鶴居消防署　予防広報係（℡６４－２３４４）までご
連絡ください。

（令和元年度　秋の火災予防運動　統一標語）

「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」
火事・救急・救助は１１９番　釧路北部消防事務組合鶴居消防署

鶴居消防秋季消防演習を実施！！

秋の火災予防運動について

演習（競技）演習（特別点検）

　９月１４日、第６４回釧路管内消防団員技能競技大会が釧路市で開催
されました。
　この競技は、指揮者の命令で操作員がホースを延ばし、炎に見立てた
標的を放水によって落下させ、そのタイムと一連の行動が安全かつ確実
に行われるかを競い合うものです。
　鶴居消防団では「小型ポンプの部」に第３分団と第４分団の２チームが、
「自動車ポンプの部」には第１分団が出場しました。各チームとも健闘し、
「小型ポンプの部」では第４分団が優勝し、「自動車ポンプの部」では第
１分団が準優勝しました。第３分団は「小型ポンプの部」で５位と入賞
は叶わなかったものの、訓練の成果を発揮し健闘しました。
　村民の皆様には、たくさんのご声援を頂きありがとうございました。

大会結果
　小型ポンプの部　　　　　　　　　自動車ポンプの部
　優　勝　鶴居第４分団　　　　　　優　勝　厚岸消防団
　準優勝　厚岸消防団　　　　　　　準優勝　鶴居第１分団
　第３位　川湯消防団　　　　　　　第３位　白糠消防団

第６４回釧路管内消防団員技能競技大会実施

入賞団員による集合写真

標的に向かい放水をしている様子



令和元年10月号　16

保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

認知症になっても安心して暮らし続けられる地域へ
　認知症はだれもがなりうるものであり、多くの人にとって身近なものとなっています。認知症の人が認知症ととも
によりよく生きていくことができるようできるだけ住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができる地域づく
りが必要です。

認知症は共生と予防の時代です

　共生（きょうせい）とは、認知症の人が尊厳と希望を持って認知症とともに生きる、また認知症があってもなくても
同じ社会で生きるという意味です。
　予防とは、「認知症にならない」という意味ではなく「認知症になるのを遅らせる」「認知症になっても進行をゆる
やかにする」という意味です。
　運動不足の改善や、糖尿病や高血圧症等の生活習慣の予防社会的参加による社会的孤立の解消や役割等が認知症の
発症を遅らせる可能性が示唆されています。

認知症とは？？
　認知症は、多様な原因により脳の細胞が壊れ、脳の司令塔の働きに不具合が生じ、様々な障害が起こり、生活する
上での支障がおよそ６カ月以上継続している状態を指します。
　症状は、もの忘れだけではなく、「行動や言動が変わった」「調理の味付けが変わった」「閉じこもりがちになった」
などの症状や、脳卒中等の病気による後遺症から症状が現れる場合もありますので、高齢者特有の病気ではなく、誰
しもが起こり得る病気です。

もの忘れと認知症の違い
　加齢によるもの忘れは、時間やヒントがあれば思い出すことが多いですが、記憶障害によるもの忘れは、記憶を保
持すること自体ができません。

加齢によるもの忘れ 認知症の記憶障害
経験したことが部分的に思い出せない ⇔ 経験したこと全体を忘れている
目の前の人の名前が思い出せない ⇔ 目の前の人が誰なのかわからない
物の置き場所を思い出せないことがある ⇔ 置き忘れ・紛失が頻繁になる
何を食べたか思い出せない ⇔ 食べたこと自体を忘れている
約束をうっかり忘れてしまった ⇔ 約束したこと自体を忘れている
物覚えが悪くなったように感じる ⇔ 数分前の記憶が残らない
曜日や日付を間違えることがある ⇔ 月や季節を間違えることがある

鶴居村の取り組みについて

　村では役場保健福祉課内に「認知症地域支援推進員」を配置しています。推進員は認知症に関する相談はもちろん
のこと、医療や介護等の支援ネットワークの構築、認知症対応力向上のための支援を実施しています。
　また、「認知症初期集中支援チーム」も設置しています。村内の医師や看護師、相談員がチームを組み早期の段階
で関わりを持つことで迅速に医療機関や福祉サービス、家族支援を実施することができるメリットがあります。
　更には、頭の健康チェックを実施しています。専用ダイヤルに電話をし、短時間の検査を実施することで現在のご
自身の認知機能の状況が把握できます。
　認知症サポーター養成講座も随時開催し、認知症に関しての正しい知識や理解、啓発活動を実施しています。少人
数でも実施可能ですので、仲間や地域、または企業でお誘い合わせの上、ご連絡ください。これまで受講されている
方へは、証として「オレンジリング」、企業には「講座受講済ステッカー」を配布しています。

認知症サポーター養成講座を受
講された釧路北部消防事務組合
鶴居消防署のみなさん

認知症サポーター養成講座を受
講された企業にはステッカーの
掲示をしていただいています

図書館と連携して９月の月間
コーナーを「認知症」として取
り上げていただきました

認知症サポーター養成講座を受
講された鶴居村デイサービスセ
ンターのみなさん

認知症に関する相談、認知症に関する事業、認知症初期集中支援チームに関するお問合せは
鶴居村地域包括支援センター（鶴居村役場保健福祉課内）　電話：６４－２９９９（直通）までご連絡ください。
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ヘルプマークを知っていますか？

・義足や人工関節を使用している方
・内部障がいや難病の方
・妊娠初期の方
・その他援助や配慮を必要とする方

・電車やバスの中では席をお譲りください
・駅や商業施設で声をかけるなどの配慮をお
願いします

・災害時は、安全に避難するための支援をお
願いします

①義足や人工関節を使っている方
　外見から分からないので、優先席に座って
いると注意されたが、ヘルプマークを付ける
ことで、周りの理解が深まり、とても気が楽
になった。

②知的障がいのあるお子さん
　駅で迷子になった際に、駅員がヘルプマー
クに気付いてくれ、声掛けしながら見守って
くれた。

※実寸大

お問い合わせ先：役場保健福祉課福祉係　☎64－2116

　援助や配慮が必要な方のためのマークです。
　外見からは分からなくても援助や配慮が必要な方がいます。
　このマークを見かけたら、電車内で席をゆずる、困って
いるようであれば声をかけるなど、思いやりのある行動を
お願いします。

◆ 対象となる方（例）

◆ ヘルプマークを見かけたら

◆ 事例紹介
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新刊案内 鶴居村図書館だより

※紹介している本は9/25（水）から利用できます。

●開館時間……10：00～18：15

●休　館　日……10月の図書整理日は29日㈫です。10月の図書整理日は29日㈫です。

●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【CD・VTR・DVD】
　　　　　　　　２週間（CD３点、VTR２点、DVD１点まで）

返却ポストについて

開館時間外や休館日に本や雑誌を返却したい

場合は、ふるさと情報館東側入口横にある『返

却ポスト』をご利用ください。ただし、ＣＤ・

ＤＶＤは破損の原因となりますので絶対に

返却ポストへは入れないようお願いいたしま

す。

警視庁災害対策課ツイッター防災ヒント１１０ 老筋トレ

老父よ、帰れ 無実の君が裁かれる理由

友だちをやめた二人 ぐる～りすいぞくかん

日本経済新聞出版社　編
　　警視庁　取材協力

　10円玉で袋を簡単に開
ける方法、ペットボトル
で簡単ランタン、かさば
らないガムテープ…。災
害時やもしものときに役
立つ知恵と便利技を110
紹介する。警視庁災害対
策課のツイッターをもと
に書籍化。

友井羊　著
　突然、同級生へのストー
カー行為を告発された大
学生の牟田幸司。身に覚
えはないが、“証拠”を盾
に周囲は犯人扱いする。
追い詰められた幸司を救っ
たのは…。

今井福子　作
いつか　絵

　結衣と七海は幼なじみ。
引っ込み思案の結衣と、
活発な七海とは性格が正
反対。ずっと親友になり
たいと思っている2人だけ
ど、いつもすれ違い。あ
るとき2人は大ゲンカをし
てしまい…。

モリナガ・ヨウ　作
　ページを広げると2ｍ
60㎝の1枚絵になる絵本。
きれいなサンゴ礁、深い
海の生き物、大きなトラ
フザメや魚の群れがいる
大水槽など、水族館を大
パノラマで描く。ウラ面
には水族館のヒミツが満
載。

久坂部羊　著
　老人ホームから認知症
の父を自宅に引き取った、
45歳の好太郎。父の介護
に懸命に取り組むが…。
高齢者医療を知る医師で
もある著者が、家族の悲
喜劇を描く。

枝光聖人　著
　週2回、1セット4～5
回でOK! 「体を立たせる」
「イスから立ち上がる」「段
差を越える」「階段を上り
下り」など、高齢者のや
る気と安全に配慮した7つ
の筋トレを写真で紹介し
ます。



10月の自然観察会第１０回
彩の風　安藤靖子生徒展のご案内 ●ザリガニウォッチング２～ニホンザリガニ編～

【日　時】　１０月６日㈰ 午前１０時～１２時
【内　容】　釧路湿原に生息する絶滅危惧種ニホン
ザリガニの生態を知り、生息環境を観察します。

【定　員】　１５名
【参加費】　無料
【集合・申込・問合先】 
　 温根内ビジターセンター （☎65-2323）
●ムックリを作ろう
【日　時】　１０月１９日㈯ 午後１時～３時
【内　容】　アイヌの人たちが使っていた楽器、ムッ
クリを作って、その音色を楽しみましょう。

【定　員】　１５名
【参加費】　３００円（材料費）
【集合・申込・問合先】
　塘路湖エコミュージアムセンター
　（☎015-487-3003）
●晩秋の湿原　野鳥観察会
【日　時】　１０月２６日㈯ 午前１０時～１２時
【内　容】　ヒシクイやオオハクチョウなどの渡り
鳥が飛来する時期です。秋から冬にかけての野
鳥の暮らしを観察します。

【定　員】　１５名
【参加費】　無料
【集　合】　シラルトロ自然情報館駐車場
【開催場所】　シラルトロ湖・蝶の森周辺
【申込・問合先】
　塘路湖エコミュージアムセンター
　（☎015-487-3003）
●秋のどんぐり記念日
【日　時】　１０月６日㈰午前９時半～１２時半
　　　※雨天場合は中止
【場　所】　達古武トラストサルン自然保護地
【集合場所】　釧路町郷土資料館達古武分室前
【参加費等】
　大人５００円、小学生以上３００円
　※昼食は達古武オートキャンプ場に移動してバー
　ベキューを行うので、各自おにぎり持参。
　※申込不要
【問合せ先】
　ＮＰＯトラストサルン釧路（☎44-5022）

　１０月６日～１２日に、Hickory Windにおいて、
彩の風の生徒によるレザーアート・ステンドグラ
スの展示会が開催されます。
　この展示会は２年に１度開催されており、１０回目
を記念する今回は昨年に引き続き鶴居村で開かれ
ることとなりました。
　会場では村内外に住む１８名の生徒が思い思いに
制作した個性あふれるステンドグラスや革製品が
６０点以上展示されます。
　興味のある方はぜひ会場までお越しください。
【期間】１０月６日（日）～１０月１２日（土）
　午前１０時～午後４時（最終日は午後３時まで）
【会場】　Hickory Wind（鶴居村雪裡原野北１４線東）
【お問合せ先】
　ギャラリー・工房　彩の風
　☎64-2781

寄　　付
　いただきました心温まる善意に心よりお礼申し
上げます。

≪ふるさと納税分≫
　北海道　石岡 　透 様　　北海道　鎌田 勝義 様
　北海道　高橋 　徹 様　　北海道　新田 　功 様
　大阪府　大阪 正視 様　　大阪府　毛利 隆仁 様
　兵庫県　日笠 光生 様
※氏名の公開を承諾いただいた方のみ掲載しています

●8月実績　69件　1,073千円
●今年度累計（H31.4～R1.8）　285件　4,297千円

み
ん
な
の
掲
示
板

み
ん
な
の
掲
示
板

 凍原社９月句
（俳句）
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お　誕　生
お誕生おめでとうございます。
８月中に届出のありました出生について、次のと
おりご紹介します。

佐々木　唯
ゆいか

花ちゃん　　女　　下幌呂
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　札幌にも近い空知管内の長沼町では、最近になってタンチョウが見られるようになり、町を挙
げて「タンチョウも住めるまちづくり」をめざしています。これが縁で鶴居村との間で、子ども
たちが相互に訪問して体験活動を行う交流行事が始まりました。二年目の今年は、７月６～７日
に鶴居村で、８月31～９月１日には長沼町で、それぞれ一泊二日の体験学習を行いました。鶴居
村からは中学生がのべ６名、小学生が16名、長沼町からは小学生がのべ13名参加し、中学生がリー
ダーとなって仲良くタンチョウとの共生について学びました。
　鶴居村では、ひな連れのタンチョウを探し
て観察し、実際に繁殖に使われた巣も触って
みることができました。子供たちは「親はひ
なを守ってずっと警戒している」「ひなは親の
後を離れずについていく」「巣は思っていたよ
り大きい」「巣の真ん中はやわらかくてへこん
でいる」「卵の殻があるのはひなが生まれた証拠」
など、いろいろなことに気づきました。二日
目には湿原縦断ウォークの５キロコースを歩
いて釧路湿原の広さと景観を楽しみ、糞・足
跡など動物の痕跡や植物を探しました。遠く
にいるタンチョウも観察できました。

　長沼町では、タンチョウが飛来するという「舞鶴遊水地」の説明を聞き、実際に遊水地の中で
植物の観察や餌になる川の生き物探しをしました。タンチョウが来るようになってから日が浅く、
巣材となるヨシも少ないためか、ここではまだ繁殖が始まっていません。しかし遊水地にいる２
羽のタンチョウを見ることができました。また、晩秋にはデントコーン畑にタンチョウが来ると
いう農家の方からお話を聞きました。「タンチョウに選ばれた畑だ」という言葉に、タンチョウ
が地元で大切にされていることが分かりました。
　最終日には、鶴居と長沼で体験した中から「大
人に伝えたいこと」を班ごとに選んでポスター
を作り、発表会に集まった長沼町の人たちに
紹介しました。
　２回、４日間の体験活動を通して、子供た
ちはタンチョウと暮らす村・町について学ぶ
ことができ、それぞれの心に響くものがあっ
たと思います。長沼町、鶴居村、鶴居村教育
委員会はじめ多くの方々のご支援に、心から
感謝申し上げます。

釧路湿原縦断ウォーク中にタンチョウを発見！
（鶴居編）

川で捕まえた魚を観察
（長沼編）

（KODOMO湿地交流つるい委員会　黒沢信道）

長沼町×鶴居村タンチョウ子ども交流ツアー実施報告
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鶴居 タンチョウ 検索

櫻　井　真　弓
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

〒085－1205　鶴居村中雪裡南　☎64-2620／FAX64-2239

塗って分かった？タンチョウの配色
タンチョウの塗り絵の答え合わせ

　いきなり９月号の答え合わせです。紙面は白黒で分かりにくいのですが、頭頂部は「赤」、後は「黒」
で塗ると、ほぼ正解です（もちろん体は白ですよ）。「ほぼ正解」という言い方をした理由はくちばしで
す。くちばしは黒に近い緑褐色という感じでしょうか。薄めに黒を塗った後、上から緑を塗り重ねると
近い色になると思います。ですので、黒で塗っても違和感はほとんどありません。

　では、完成した塗り絵を見て違和感を覚える代表例はというと、足とくちばしが黄色に塗られたタン
チョウです。この塗り間違いはよく見られます。多くの方が、鳥の足とくちばしは「黄色」というイメー
ジを持っているのかもしれません。小鳥の塗り絵でも、やはり足とくちばしが黄色く塗られているもの
を見ますが、実際に足とくちばしが黄色の鳥は、そんなにはいないと思います。私がすぐに思いつくの
は、ムクドリと、あとは保険会社のＣＭに出てくるアヒルくらいです。
　もう一つ、タンチョウ塗り絵でよく見る間違いは、飛んでいるタンチョウの尾羽が黒く塗られている
ものです。これは、ぱっと見ただけでは全く違和感がなく、間違いに気がつかないくらいです。市販の
タンチョウグッズや看板などのイラストでも、黒い尾羽のタンチョウは度々見かけます。タンチョウは
羽をたたんでいる時（飛んでいない時）、三列風切羽という翼の黒い羽が、ちょうどお尻の部分に重な
ります。ですから、歩いているタンチョウを見ると、尾羽が黒いみたいに見えますが、白い尾羽がその
下に隠れているのです。村民の皆さんは、飛んでいるタンチョウを見かけることも多いでしょうし、こ
の塗り間違いは少なさそうですが、観光客の方には、よくある塗り間違いなんですよ。　

シリーズ

タンチョウ
Vol. 298



1火

・鶴居老人クラブ健康相談　９：30～　鶴居老人寿の家
・幌呂老人クラブ健康相談　９：30～　幌呂老人寿の家
・上幌呂老人クラブ健康相談
　　10：00～　上幌呂コミュニティーセンター
・下幌呂老人クラブ健康相談
　　10：00～　下幌呂コミュニティーセンター

2水 ・幌呂小学校開校100周年記念モニュメント除幕式　　10：15～　幌呂小学校グラウンド

5土 ・第１回日本で最も美しい村クリーンデー　　8：50～　ふるさと情報館「みなくる」西側入口付近

8火 ・子育て支援事業「あそびのひろば」　　10：00～　ふるさと情報館「みなくる」

10木
・一般介護予防事業「ふまともくらぶ」
　　10：00～　総合センター
・寿大学10月講座　９：00～　標津・ウトロ方面

12土 ・令和元年度学芸発表会　8：45～　鶴居小学校・令和元年度学習発表会　9：00～　幌呂小学校

14月 ・鶴居村音楽祭　15：00～　総合センター

17木
・乳児健診　13：00～　総合センター和室
・秋のすずらん無料相談会
　　13：00～　役場２階第一・二会議室

19土
・第48回幌中祭　10：00～　幌呂中学校
・わんぱくアドベンチャークラブ
　　8：30～　キラコタン岬

20日 ・学芸発表会　8：50～　下幌呂小学校

23水 ・一般介護予防事業「ふまともくらぶ」　　10：00～　総合センター

27日 ・タンチョウフォーラムinつるい2019「タンチョウの未来・　鶴居の未来」　９：30～　総合センター

28月
・茂雪裡老人クラブ健康相談
　　10：00～　茂雪裡コミュニティーセンター
・「おひさま（親の会）」
　　13：00～　老人福祉住宅「ぷらっと」

30水 ・子育て講話　10：00～　ふるさと情報館「みなくる」
31木 ・離乳食教室　10：00～　総合センター

10月村のカレンダー10月村のカレンダー

ハロウィンジャンボ等宝くじが発売されます！

この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、高
齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。
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　秋に入り徐々に寒くなってきて
おりますが、みなさんいかがお過
ごしでしょうか。
９月に千葉県での台風被害と停電
が発生しているのを見ると昨年の
地震と停電を思い出します。
ここ数年は８～９月に大きな地震
や台風、大雨が発生していますの
で、特に気を付けなければならな
いと感じます。
　個人的に行っている災害対策と
しては、家がオール電化なのでカ
セットボンベで動くストーブやラ
ジオを用意しています。それだけ
では少し心もとないと感じていた
ので調べてみたところ、単１～単
４ならどれでも動く懐中電灯やカ
セットボンベで動く冷蔵庫、電気
いらずの洗濯機などが売られてい
ました。とても便利なものが増え
ていますので改めて防災対策につ
いて考えてみてはいかがでしょう
か。（N）

編集後記

今月の表紙

今年１月からの発生件数
　人身事故０件／物件事故53件
８月中の発生件数
　人身事故０件／物件事故５件
死亡事故ゼロの日　1,384日

（８月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

人の動き
（８月末住民登録人口）

人口  総数  2,516人
（前月比 ＋15人）
うち外国人人口　３５人
（男 ８人・女 ２７人）

昨年同期は　２,５４０人で、
対前年比較は　－２４人です。

男 1,269人（前月比 －1人）
女 1,247人（前月比 ＋16人）

世帯数　１，１８０戸
（前月比　＋１５戸）
うち外国人世帯数　３０戸
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寿大学軽スポーツ大会のひと
コマです。寿大学の学生さん
たちは子どもたちと楽しんで
競技を行っていました。

（※詳細記事は５ページ）


